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このたび、関川中学校が「特色ある教育実践校」

として新潟日報社（高橋道映社長）及び公益財団

法人日本教育公務員弘済会新潟支部（川井重利支

部長）から優良賞を受賞し、表彰状と副賞が贈ら

れました。

これは、関川中学校が大したもん蛇まつりや昨

年のThe MATSURIサミットin関川村への参加

を通して、将来を担う人材育成や子どもたちの社

会性の育成に努めていること、そして地域と関わ

る活動の中で中学校の存在感を高めている点が評

価されたもの。

野澤一吉校長は「開校以来、はじめてこのよう

な素晴らしい賞をいただき感謝しています。当校

の教育に関心を持ってくださっている村民の方も

多い。来年、開校10年を迎えますが、将来を担う

子どもたちを育成できるよう、これからも教育活

動の質を高めながら取り組んでいきたい」と話し

ていました。

東京学館新潟高校女子柔道部に所属している長

谷川夏帆さんが、３月21日に日本武道館で行われ

る「第36回全国高等学校柔道選手権大会・女子団

体戦の部」に出場します。

１月に行われた県予選大会では全試合に中堅と

して出場し、優勝に貢献。大一番を目前に控え長

谷川さんは「日本武道館はずっと夢に見ていた憧

れの場所なのでとても嬉しい。県予選の決勝では

自分だけ勝てず悔しい思いをしましたが、引き分

け以上を持ってこられるようにもっと技を磨いて

いきたい。本番では得意技の内股で必ず一本をと

り、目標である全国ベスト16を目指します」と力

強く抱負を話してくれました。

夢の舞台、日本武道館で活躍する長谷川さんの

姿が楽しみです。関川村から熱い声援を送りまし

ょう。

全国高等学校柔道選手権大会
での活躍に期待！

長
谷
川

夏

帆
さ
ん

東
京
学
館
新
潟
高
校

︵
２
年
・
下
関
︶

が
ん
ば
れ
！
関
川
っ
子

こ
の
た
び
、
青
少
年
育
成
関
川
村
民
会
議
︵
伝
信
男
会
長
・
大
島
︶

か
ら
、
全
国
大
会
及
び
北
信
越
大
会
に
出
場
し
、
活
躍
し
た
選
手
に
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
︵
＊
敬
称
略
︶

｜
全
国
大
会
出
場
選
手
｜

■
中
学
生
軟
式
野
球

※

写
真
順

▽
内
山

聖
也
︵
２
年
・
大
島
︶

▽
高
橋

雅
也
︵
２
年
・
下
関
︶

▽
鳥
屋

海
︵
２
年
・
上
関
︶

﹁
新
潟
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
﹂
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
昨
年
11
月
16
日
か

ら
千
葉
県
柏
市
で
開
催
さ
れ
た

﹁
第
29
回
秋
季
東
日
本
中
学
生
軟

式
野
球
大
会
﹂
に
出
場
。

｜
北
信
越
大
会
出
場
選
手
｜

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▽
佐
藤

由
季

︵
村
上
高
校
２
年
・
安
角
︶

１
月
17
日
か
ら
石
川
県
小
松

市
で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
38
回
北

信
越
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
﹂
に
出
場
。

か

ほ
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

中学校では、新潟経済同友会に協力いただき、

出前授業を実施しました。新潟県の企業経営者で

ある学校法人新潟総合学園総長・理事長の池田弘

さんに関川中学校へお越しいただきました。その

職業観・人生観・苦労話・成功体験などを、直接、

生徒に語っていただくことを通して、生徒の職業

観形成に役立てたいと考え実施しました。

【生徒の感想】

一番印象に残った言葉は、「自分の人生は自分

で決め描く」という言葉です。「田舎だから都会

とは違って、できない」ではなく、「できるような

場所を作ればいい」その通りだと思いました。私

だけの人生、たった一度しか無いものだから、今

からでも人生を自らジャッジし、その向こうにあ

る幸せを手にいれたいと思います。（３年女子）                                                          

【日時】１年：２月19日（水）・ ２年：２月27日（木）

【場所】わかぶな高原スキー場

【生徒の感想】

中学校にもスキー教室ができて本当に嬉しかっ

た。今日は、パラレルターンをしっかりできるよ

うになりたくて自分なりに頑張った。できるだけ

ターンする時も足をそろえ、しっかり重心を落と

してやってみた。前よりは上手くなったと思う。

初めて上級者コースに挑戦し、転ばないで降りら

れたのでよかった。指導者のアドバイスを忘れな

いようにし、次回も滑りたい。 （１年女子）

新潟経済同友会による出前授業

▶
ス
キ
ー
授
業
を
楽
し
む

生
徒
た
ち

山
紫
水
明
、
大
自
然
に
恵
ま
れ

た
関
川
村
。
今
年
も
平
穏
で
年
を

越
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
関
川
村
に
自
営
業
を
中
心

と
す
る
有
志
者
15
名
に
よ
る
﹁
関

川
村
活
性
化
研
究
会
﹂
と
い
う
名

称
の
勉
強
会
設
立
を
働
き
掛
け
て

い
た
。
設
立
準
備
を
進
め
て
き
た

の
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

処
分
地
選
定
を
担
う
原
子
力
発
電

環
境
整
備
機
構
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
︵
ニ
ュ

ー
モ
︶
。
平
成
25
年
12
月
31
日
、

新
潟
日
報
朝
刊
。
ト
ッ
プ
五
段
記

事
。
現
地
に
出
向
い
て
働
き
掛
け

た
自
治
体
・
団
体
が
明
ら
か
に
な

る
の
は
初
め
て
と
み
ら
れ
、
全
国

的
に
も
極
め
て
珍
し
い
と
の
こ
と
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
で
中

断
。
﹁
関
川
村
、
幻
の
勉
強
会
準

備
会
合
４
、
５
回
﹂
と
か
？
﹁
交

付
金
﹂
﹁
経
済
効
果
﹂
﹁
地
域
活
性

化
﹂
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
か
ら
届
い
た
地
層

処
分
の
説
明
書
に
は
、
村
が
潤
う

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
言
葉
が
並

ん
で
い
た
そ
う
だ
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の

勉
強
会
支
援
事
業
は
、
放
射
性
廃

棄
物
の
地
層
処
分
に
つ
い
て
理
解

を
広
め
る
目
的
で
自
主
的
に
行
う

勉
強
会
や
見
学
会
に
対
し
て
、
活

動
資
金
を
支
援
す
る
。
自
治
体
に

は
年
間
６
０
０
万
円
、
団
体
は
年

間
２
０
０
万
円
と
か
？
過
疎
の
村

に
﹁
お
金
を
出
す
﹂
。
人
口
約
６

３
５
０
人
余
り
の
関
川
村
が
狙
わ

れ
よ
う
と
し
た
。

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
全
７

基
が
再
稼
働
し
た
場
合
、
約
３
年

で
燃
料
プ
ー
ル
は
満
杯
に
な
り
、

再
び
停
止
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
と
か
？
﹁
核
の
ご

み
﹂
行
き
場
な
し
。
﹁
原
発
ト
イ

レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
﹂
。
小
泉
純

一
郎
元
首
相
﹁
原
発
ゼ
ロ
﹂
発
言

を
契
機
に
本
腰
に
動
き
出
す
政
治
。

今
度
、
国
が
候
補
地
を
示
す
方
式

に
転
換
す
る
。

﹁
核
の
ご
み
﹂
最
終
処
分
場
選

定
の
動
き
は
地
方
の
過
疎
地
が
舞

台
に
な
っ
て
い
る
。
関
川
村
を
含

め
、
県
内
で
は
村
上
市
な
ど
７
か

所
が
適
地
と
か
？
住
民
・
首
長
は

動
燃
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
な
い

と
言
う
。
関
川
村
も
﹁
役
場
を
通

さ
ず
勉
強
会
が
進
ん
で
い
た
よ
う

だ
﹂。村

長
は
、
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
﹁
誘
致
す
る
気
は
な
い
﹂
と
取

材
に
対
し
断
言
し
た
。
ホ
ッ
と
す

る
気
分
で
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

皆
さ
ま
の
ご
批
判
を
よ
ろ
し
く
。

︻
１
月
19
日
寄
稿
︼

﹁
関
川
村
が
狙
わ
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よ
う
と
し
た
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平

田

時

夫
︵
滝
原
︶

投 稿

好き−！！ スキー授業

︻
講
演
テ
ー
マ
︼

﹁
地
域
の
発
展
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
、
す
べ
き
こ

と
は
何
か
﹂


